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１ 国際会議等の北海道開催の推進

北海道における国際会議
開催件数の推移と全国順位

年度 件数 順位

2020 3 13

2021 0 －

2022 23 8

2023 48 11

2024 54 9

北海道洞爺湖サミット以降における主な政府系国際会議
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◼ 北海道洞爺湖サミットを契機に、国際会議等の誘致を強化
◼ 北海道ブランドを戦略的かつ効果的に世界に発信

北海道グローバル戦略第二期（2026.3策定） 、 第6期北海道観光のくにづくり行動計画（2026.3策定）
「道内市町村等と連携し、各都市の魅力や特性を活かしたＭＩＣＥ誘致の推進」

2009年５月 第５回 日本・太平洋諸島フォーラム首脳会議（外務省） 【占冠村】
2010年５月 第12回 日中韓三カ国環境大臣会合（環境省） 【千歳市・苫小牧市】
2010年６月 日本APEC貿易担当大臣会合（外務省、経済産業省） 【札幌市】
2013年11月 第13回 日中韓特許庁長官会合（特許庁） 【札幌市】
2015年９月 第７回 日ASEAN防衛当局次官級会合（防衛省） 【札幌市】
2017年12月 ASEAN＋３財務大臣・中央銀行総裁代理会議（財務省） 【旭川市】
2019年10月 Ｇ２０観光大臣会合（観光庁） 【倶知安町】
2023年４月 Ｇ７札幌気候・エネルギー・環境大臣会合（環境省、経済産業省） 【札幌市】
2023年７月 日ASEAN次官級交通政策会合（国土交通省） 【札幌市】

北海道総合計画（2024.7策定）
「国及び地域の関係者などとの連携を強化しながら、本道の強み・特性を活かしたＭＩＣＥの誘致」



2

北海道国際会議等誘致推進会議

オール北海道で国際会議等の誘致に取り組んでいくため
に立ち上げた官民協働組織であり、各構成員が持つ組織の
機能を活かしながら相互に連携し、誘致に向けた情報の収
集や共有、要請活動、情報発信などを行う。

北海道MICE誘致推進協議会

これまで北海道内で開催されたコンベンションにより培われたノウハ
ウと協議会構成都市のネットワークを最大限に活用して「北のおもて
なし」で、魅力あふれる印象深いMICEの開催をサポート。

学会や会議、大会等コンベンション開催への支援
（北海道コンベンション誘致促進事業費補助金）

▼URL
https://hokkaidomice.
com/
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【構成団体】
北海道／(公社)北海道観光機構／(公財)札幌国際プラザ／(一社)旭川観
光コンベンション協会／函館市／(一社)函館国際観光コンベンション協会
／釧路市／(一社)釧路観光コンベンション協会／帯広市／(一社)帯広観
光コンベンション協会／(一社)登別国際観光コンベンション協会／苫小牧
市／(一社) 苫小牧観光協会

２ 会議等誘致に向けた推進体制

■補助の対象となるコンベンション

・２日間以上にわたって開催されるコンベンション（学会、会議、大会等）

・北海道外（外国を含む。）からの参加者が全体の２分の１以上

・参加者が１００人以上いること、国際会議は、参加者のうち２０人以上

が外国からの参加者

ただし、オンライン参加者、講演会等の一般参加者は除く

・道内広域に経済効果が見込まれるエクスカーション等に繋がる取組が

計画されているもの

・開催される市町村またはコンベンションビューロー等から助成金が

交付されるもの

▼交付要件等、補助金の詳細は北海道のＨＰをご確認ください。

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/kkd/370-convention/convention_top.html

種 類 参 加 者 数 補助限度額

国際的な

コンベン

ション

全体参加者 100人以上 かつ外国参加者 20人以上

全体参加者 200人以上 かつ外国参加者 35人以上

全体参加者 300人以上 かつ外国参加者 50人以上

100万円

200万円

300万円



① 札幌コンベンションセンター
○施設概要
道内再エネ電力の地産地消など環境へ
配慮しつつ、多くの政府系会議や国際会議
の開催実績があります。
○主な開催実績
・ＡＰＥＣ貿易担当大臣会合（2010年）
・Global Offshore Wind Summit（2024年）
・国際防災ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ（ｲﾝﾀｰﾌﾟﾘﾍﾞﾝﾄ）(2026年)

□その他札幌市内のMICE情報
https://www.conventionsapporo.jp/planners_guide/

３ 国際会議等の開催環境 ～ 主なコンベンション施設①

札幌 旭川

② 旭川市大雪クリスタルホール
○施設概要
国際会議・音楽・博物館の複合文化
施設です。
○主な開催実績
・第10回太平洋地域木材解剖学会議
（2024年）
・医療薬学フォーラム2025(2025)
・第33回クリニカルファーマーシー
シンポジウム (2025)

□その他旭川市内のMICE情報
https://www.atca.jp/info/convention_guide/

函館

⑥ とかちプラザ
○施設概要
十勝の自然を表現したアトリウムを備える複合
コンベンション施設です。

○主な開催実績
・第1回G8水と衛生に関する専門家会合（2008年）
・第167回日本獣医学会学術集会（2024年）
・第16回環太平洋国際宇宙学会（2024年）

□その他帯広市内のMICE情報
https://obikan.jp/convention-guide/ 3

④ 函館アリーナ
○施設概要
空港から約10分の好立地に加え，全館貸切
１日約30万円で利用ができます。
〇主な開催実績
・第78回日本消化器外科学会総会（2023年）
・国際水産シンポジウムIFS2024（2024年）

□その他函館市内のMICE情報
https://www.city.hakodate.hokkaido.jp/docs/2022030
700062/

釧路

⑤苫小牧市民文化ホールARTCUBES
○施設概要

2026年3月開業の施設で、大小2つのホール
他、複数の多目的ルームを有します。
〇主な開催実績
新規施設の為開催実績なし

□その他苫小牧市内のMICE情報
https://tomako-mice.jp/

その他地域の施設・
開催実績

◆ ザ・ウィンザーホテル洞爺（洞爺湖町）
・北海道洞爺湖サミット（2008年）
・第８回日中韓賢人会議（2013年）
・アジア初開催となる半導体関連産業の
国際会議（2025年）

◆ 星野リゾート トマム（占冠村）
・第５回太平洋・島サミット（2009年）

◆ ニセコHANAZONOリゾート（倶知安町）
・G20観光大臣会合（2019年）

苫小牧 帯広

旭川

札幌

函館

釧路

帯広苫小牧

③ ＫＫＳコンベンションセンター
（釧路市観光国際交流センター）

○施設概要
宿泊施設、飲食店街が近接する中心街に
立地する屋内型多目的施設です。
○主な開催実績
・ラムサール条約締結国会議（2013年）
・太平洋クロマグロの管理に関する全米
熱帯まぐろ類委員会（IATTC）（2024年）
・中西部太平洋まぐろ類委員会（WCPFC）
北小委員会の合同作業部会及び
WCPFC第20回北小委員会（2024年）

□その他釧路市内のMICE情報
https://www.city.kushiro.lg.jp/sangyou/kankou/10
06248/1006249.html

https://www.conventionsapporo.jp/planners_guide/
https://www.atca.jp/info/convention_guide/
https://obikan.jp/convention-guide/
https://www.city.hakodate.hokkaido.jp/docs/2022030700062/
https://tomako-mice.jp/
https://www.city.kushiro.lg.jp/sangyou/kankou/1006248/1006249.html


４ 国際会議等の開催環境 ～ 主なコンベンション施設②
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市町村名 施設名 会場数 最大面積

（㎡）

会場収容人数

（最大）（人/種類）

所在地 連絡先 アクセス

札幌市 ①札幌ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰ 19 2,607㎡ 2,500人/ｼｱﾀｰ 札幌市白石区東札幌

6条1丁目1-1

011-817-1010 新千歳空港から

車で50分

旭川市 ②旭川市大雪ｸﾘｽﾀﾙﾎｰﾙ 9 715㎡ 600人/ﾎｰﾙ 旭川市神楽3条7丁目 0166-69-2000 旭川空港から

車で30分

釧路市 ③ KKSｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰ

（釧路市観光国際交流ｾﾝﾀｰ）

8 1,793.49㎡ 1,500人/ｼｱﾀｰ

1 200人/ｽｸｰﾙ

釧路市幸町3丁目3 0154-31-1993 たんちょう釧路空港から

車で35分

函館市 ④函館ｱﾘｰﾅ 7

（最大11）

2,860㎡ 5,000人/ｼｱﾀｰ 函館市湯川町1丁目

32-2

0138-57-3141 函館空港から

車で8分

苫小牧市 ⑤苫小牧市民文化ﾎｰﾙ

ART CUBES

2 12,277㎡ 1,200人/ｼｱﾀｰ 苫小牧市旭町3丁目

3－3

0144-33-3577 新千歳空港から

車で約35分

帯広市 ⑥とかちﾌﾟﾗｻﾞ 13 1,079.9㎡ 350人/ﾎｰﾙ 帯広市西4条南13丁目 0155-22-7890 とかち帯広空港から

車で32分



市町村名 ホテル名 規模（種別/部屋数） 所在地 連絡先 アクセス

札幌市 ﾌﾟﾚﾐｱﾑﾎﾃﾙ－ＴＳＵＢＡＫＩ－
札幌

ｽｲｰﾄ
/8

ﾂｲﾝ
/247

ﾀﾞﾌﾞﾙ
/53

ﾄﾘﾌﾟﾙ
/5

和室
/5

札幌市豊平区
豊平4条1丁目

011-821-1111 ①から
車で7分

札幌市 ｺｰﾄﾔｰﾄﾞ・ﾊﾞｲ・ﾏﾘｵｯﾄ札幌 ｽｲｰﾄ
/9

ﾂｲﾝ
/167

ﾀﾞﾌﾞﾙ
/143

－ － 札幌市中央区
南10条西1丁目

011-206-0039 ①から
車で11分

旭川市 ｱｰﾄﾎﾃﾙ旭川 ﾀﾞﾌﾞﾙ・
ｷﾝｸﾞ/8

ﾂｲﾝ
/214

ﾄﾘﾌﾟﾙ
/36

和室・
ｽｲｰﾄ/7

－ 旭川市7条通
6丁目

0166-25-8811 ②から
車で7分

旭川市 OMO7旭川 by 星野ﾘｿﾞｰﾄ ﾀﾞﾌﾞﾙ
/19

ﾂｲﾝ
/206

ｽｲｰﾄ
/3

ﾌｧﾐﾘｰ
ﾙｰﾑ/9

－ 旭川市6条通
9丁目

0166-24-2111 ②から
車で7分

釧路市 釧路ﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ ｽｲｰﾄ
/7

ｼﾝｸﾞﾙ
/190

ﾂｲﾝ
/170

ﾀﾞﾌﾞﾙ
/10

－ 釧路市幸町
7丁目1

0154-31-1111 ③から
車で1分

釧路市 ANAｸﾗｳﾝﾌﾟﾗｻﾞﾎﾃﾙ釧路 ｽｲｰﾄ
/3

ｼﾝｸﾞﾙ
/74

ﾂｲﾝ
/98

ﾀﾞﾌﾞﾙ
/4

－ 釧路市錦町
3丁目7

0154-31-4111 ③から
車で1分

函館市 望楼NOGUCHI函館 ｽｲｰﾄ
/38

ﾀﾞﾌﾞﾙ
/19

その他
/20

－ － 函館市湯川町
1丁目17-22

0570-026573 ④から
車で2分

函館市 函館湯の川温泉
海と灯/ﾋｭｰｲｯﾄﾘｿﾞｰﾄ

ｼﾞｭﾆｱ
ｽｲｰﾄ/8

ﾌｧﾐﾘｰ
ﾙｰﾑ/78

ﾂｲﾝ
/116

ﾀﾞﾌﾞﾙ
/18

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ
ﾙｰﾑ/1

函館市湯川町
3丁目9−20

0138-57-5390 ④から
車で4分

苫小牧市 ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙﾆｭｰ王子 ｼﾝｸﾞﾙ
/68

ﾂｲﾝ
/106

ﾀﾞﾌﾞﾙ
/26

ﾌｫｰｽ
/5

和室
/2

苫小牧市表町
4丁目3－1

0144-31-3111 ⑤から
車で3分

苫小牧市 ｺﾝﾌｫｰﾄﾎﾃﾙ苫小牧 － ﾂｲﾝ
/15

ﾀﾞﾌﾞﾙ
/108

－ － 苫小牧市旭町
3丁目7－18

0144-31-3211 ⑤から
車で1分

帯広市 ﾎﾃﾙ日航ﾉｰｽﾗﾝﾄﾞ帯広 ｽｲｰﾄ
/2

ｼﾝｸﾞﾙ
/61

ﾂｲﾝ
/96

ﾀﾞﾌﾞﾙ
/12

－ 帯広市西2条
南13丁目1

0155-24-1234 ⑥から
車で1分

帯広市 森のｽﾊﾟﾘｿﾞｰﾄ北海道ﾎﾃﾙ ｽｲｰﾄ
/2

ｼﾝｸﾞﾙ
/11

ﾂｲﾝ
/91

ﾀﾞﾌﾞﾙ
/13

－ 帯広市西7条
南19丁目1

0155-21-0001 ⑥から
車で3分

５ 国際会議等の開催環境 ～ 主な宿泊施設
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６ 国際会議等の開催環境 ～ 北海道とのアクセス①

国際航空路線

道内空港（新千歳・函館）発着の国際定期航空

路線は１4路線、6か国・地域、10都市 ※2026年7月1日現在

２０２６.７.１現在北海道調べ

7月1日現在運航中

2026年中に運航予定
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７ 国際会議等の開催環境 ～ 北海道とのアクセス②

北海道新幹線

東京⇔新函館北斗間は最短で３時間５７分

新幹線札幌駅デザイン案（外観イメージ：南側近景）
※JR北海道2022.3.16プレスリリース資料より

○ＪＲ北海道は、時速320kmでの走行、札幌開業時に
東京・札幌間４時間半を目指すと発表。
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８ 歴史・文化の魅力発信

北海道・北東北の縄文遺跡群

◆北海道・北東北の縄文遺跡群（北海道、青森県、岩手県及び秋田県）
は、豊かな自然の恵みを受けながら１万年以上にわたり採集・漁労
・狩猟により定住した縄文時代の人々の生活と精神文化を今に伝
える貴重な文化遺産。

【日本遺産】
・カムイとともに生きる上川アイヌ
～大雪山のふところに伝承される神々の世界～

（上川町、旭川市、富良野市、上富良野町、愛別町、比布町

当麻町、東川町、上士幌町、鹿追町、士幌町、新得町）

世界文化遺産に登録
（2021年7月）

◆アイヌの歴史・文化を学び
伝えるためのナショナルセ
ンター。 開業から直近
（2026.5.31現在）まで
の間で国内外から約１76
万人が来場。

ウポポイ（民族共生象徴空間）

【ジオパーク】
・白滝ジオパーク （遠軽町）

・洞爺湖有珠山ジオパーク
（伊達市、壮瞥町、洞爺湖町、豊浦町）

北海道白老町にオープン
（2020年７月）

提供（公財）アイヌ民族文化財団

道内の主なアイヌ文化関連施設

阿寒湖アイヌシアターイコロ（釧路市）

平取町立二風谷アイヌ文化博物館

札幌市アイヌ文化交流センター

北海道博物館（札幌市）

◆ウポポイの他にも、
北海道内の各地に
アイヌの歴史や文化を
学び、見て、触れて、
体験できる博物館や
資料館などの施設が
多数点在。
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９ 道内における国際会議の開催事例

「Ｇ７札幌気候・エネルギー・環境大臣会合」の事例

道と札幌市で連携し、機運醸成、おもてなしなど地元関連事業で開催をサポート！

● 日 程 ２０２３年４月１５日（土）、１６日（日）
● 場 所 札幌プリンスホテル
● 参加国・招待国 カナダ、EU、フランス、ドイツ、イタリア、 日本、英国、

米国、インド、インドネシア、UAEほか招待機関
● 参加者数 ６５０人
● 結果概要

・経済・社会、産業構造をクリーンエネルギー中心に移行させ、炭素中立、
循環経済、自然再興を統合的に実現するため、経済社会システム全体の
変革であるグリーントランスフォーメーション（GX）のグローバルな
推進等について議論。

・会合では、西村康稔経済産業大臣と西村明宏環境大臣が共同議長を務め、
共同声明とその附属文書を採択。

本体会合と地元関連事業

○ 道と札幌市で連携し、約３ヶ月で「実行委員会の立ち上げ」、
「事業計画、予算計画の策定」を行い、１月から機運醸成事業を
開始。

9/中旬 札幌市での開催決定
10/中旬 市が準備組織を立ち上げ(翌月、

道職員5名を派遣。計17名体制に)
12/ 1 官民からなる実行委員会を立ち上げ(会長:市長、顧問:知事)
12/中旬 事業計画、予算を決定(総事業費１億、道、市は補正予算)
1月～ 地下街での柱巻き広告、シンポジウムなど機運醸成事業開始

開催までの流れ

○ 道民、市民の当事者意識や参加感を高めるため、会合テーマに
合わせた市民参加型イベントを開催。
○ 道、札幌市の魅力をＰＲするため、地元主催レセプションやエクス
カーション等を実施



１０ アドベンチャートラベル・ワールドサミット北海道・日本
（ATWS2023）の開催

アドベンチャートラベル・ワールドサミット（ATWS）とは

○アドベンチャートラベル・トレード・アソシエーション（ATTA）が主催する世界最大のATイベント。

○２０２３年の北海道大会は、アジアでの初の実地開催となった。（※2021年大会はバーチャル開催）

【日 程】2023年９月11日(月)～14日(木)

【主会場】札幌コンベンションセンター（札幌市白石区）

【参加者】64の国と地域から773名（ATTA発表）

会期前AT体験ツアー 会期初日AT体験ツアー 講演会・商談会等 会期後の招聘事業

会期前には、バイヤーやメディ
アに向け、道内15コース、道外
7コースのプレ・サミット・アド
ベンチャーが実施された。

会期初日には、札幌市を起点
とした道内31コースで日帰り
のデイ･オブ・アドベンチャーが
実施された。

会期2日目～４日目には、各種
講演会、セミナーや商談会が行
われたほか、様々な文化体験
等が実施され、参加者が北海
道･日本に触れる機会が提供
された。

会期後には、自治体･DMO等
が中心となって立案した道内
4地域（宗谷・上川・釧路・十勝）
でポスト・サミット・アドベン
チャーが実施された。
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ATWS2023
開催の記録

©Hassen/ATTA

©Hassen/ATTA

©Hassen/ATTAゼロカーボンパーク支笏湖
苔の回廊ハイキングとクリアカヤック

会場の様子
日本最北の地を目指して

上川・宗谷 カヌーとサイクリング
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Melon SeaFood

Ski

安全･安心な食

豊かな自然環境

風光明媚な景観、多彩な温
泉、様々な体験メニューが
楽しめるアウトドア等

自然

食

新鮮な食、美食の宝庫

豊富な観光資源

季節によって多彩な表情を見せる広大な大地

観光
ﾚｼﾞｬｰ

HotspringSteak

世界に誇る
北海道の財産

１１ 北海道の優位性 ～食・観光、自然

NightView

７月 ８月 ９月

札幌 21.6℃ 22.7℃ 18.9℃

東京 26.6℃ 27.9℃ 24.4℃

過ごしやすい夏
～30年間の月別平均気温～

主要穀物の主産地として位置づけ
食料安全保障に貢献

（出典：気象庁「各種データ・資料」）

Spring

Summer

Autumn

Winter
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１２ 北海道の優位性 ～GX、AI･DXなど新たな成長分野

全国随一の再エネ導入ポテンシャル

データセンター

デジタルインフラの中核拠点
大規模AI・DCの立地進展
全道域でのＡＩの実証・実装の促進

2022年 ラピダス社の立地決定
2025年 パイロットライン立ち上げ
2027年 量産製造開始

次世代半導体

国際海底通信ケーブルの陸揚げ計画

出典：ソフトバンク㈱ホームページ

アジアと北米を結ぶE2Aは2028年下期の運用開始を予定
2025年７月北海道への陸揚げ事業にソフトバンクが採択

出典：さくらインターネット(株)HP出典： Rapidus(株)HP

出典：環境省「再生可能エネルギー情報提供システム（REPOS）」



13

国際会議等の北海道開催の推進について
各省庁の皆様のご支援とご協力をお願いいたします。

【お問い合わせ先】

〒060-8588 札幌市中央区北３条西６丁目
北海道総合政策部国際局国際課国際企画係
ＴＥＬ：011－231－4111（内線：21-234)
ＦＡＸ：011－232－4303


